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                ☆　ホームページアドレスが新しくなりました。
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まだ３歳児だったわが子には、園

庭に聳え立つ自分の背丈の２～３倍

もある砂山が強烈に印象的だったら

しい。「みう、どっちのようちえんが

いい？」、「みーちゃんね、おやまの

ようちえんがいいの！」、公同幼稚園

との出会いはわが子のその熱い言葉

で始まりました。

その後、入園してからはとにかく

毎日が驚きで、一体この幼稚園はど

うなっているのか？毎日のように遠

足があり、じゃあほんまもんの遠足

はどこに行くんや？と何度か妻に聞

いたこともありました。しかし通い

始めてすぐさま子供が以前にまして

元気で活発になり、この上なく毎日

を楽しく過ごしているのを見ていて、

ちょっと見に行ってやろうと企み、

ほんの少しづつ週末のお迎えや行事

に参加し始めました。そこで見た園

の先生方の姿勢と子供たちに対する

接しかた、協力されている多くの

方々のパワーには、驚きと感動を覚

えました。昔自分が通っていた幼稚

園や学校で、先生方がこのような接

し方であったか？公同の方々は何が

違うのか、何かひとつのパワーで結

束されている。非常に興味を持ち出

し、はまり始めたのは、わが子が既に

年長のねっこ組になった頃です。

園の行事がある際には何かと関わ

りを持ち、と言うより持ちたくなり、

他のお父さんたちにも声をかけ、子

供たちはもちろん、自分たちが楽し
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むようになりました。母たちは役員

経験もあり既に親しかったようです

が、父たちも自然と親しくなり、必然

として呑む機会が増えだしました。

その頃から、父親である私たちの園

に対する協力と楽しむ姿勢は卒園時

期に向かってさらに大きくなり、み

んなの思いやりの心は何かひとつの

ものになっていたように思います。

そしてそれをひとつの形として園長

先生に認めていただき、命名いただ

いたのが “のびーるの会”です。名

前をいただいてからは、ますますみ

んなが積極的に園や教会の行事に参

加し、アイデアを持ち寄って新しい

試みをしてみたり、楽しみながら活

動しています。

話は全く変わり私事になるのです

が、私は物流会社の経営を担ってお

り、近く父から継承する予定です。当

社は４０年の歴史を持ち順調に発展

を遂げてきましたが昨期、世間の不

況に飲み込まれついに▲印の決算に

陥りました。この不利益が生み出す

不祥事、労働問題、法令抵触に関する

問題は次から次へと後を絶ちません。

しかし最近、前期のマイナスは必然

として起ったことに気付き始めまし

た。確かに景気動向に大きな回復の

兆しは見えず消費は減り、大手企業

各社とも大幅な減益を計上するのが

当たり前のようになっています。し

かし、当社は過去を振返ってみてど

うだったか。この４０年の間に、私の

父は少なくとも２度以上の不況を経

験しているはずですが、その際も業

績を下げることなく乗り切ってきま

した。それは現状と一体何が違うの

か？裸一貫で当社を立ち上げ、ト

ラック１台で商売を始めてから少し

づつ社員を増やした父は、その社員

１人１人に対して「事故するな、気を

つけろ、頑張ってくれよ、ありがと

う！」この言葉を掛けていました。当

時は保険すら入ることもできません

でしたので、一回大きな事故があれ

ば確実に倒産に追い込まれる事を父

は当然わかっておりました。ですか

ら相当必死だったはずです。単純で

はあるがその言葉は本当に熱く、心

から話している言葉であり、従業員

の心に強く伝わっていったはずです。

現在父は６７歳、さすがに当時の

パワーで同じように社員に思いを伝

えることはできません。私自らが

もっと早くにその代わりを打って出

ていればと今更ながら反省です。私

も当社に入り１５年になりますが、

ここ最近では管理職に対し、しっか

り自身のビジョンを持って社員に接

するよう指導してきました。しかし、

実は私自身が社員に対し自分の気持

ちや熱き思いを伝えることを忘れて

いて、表面的な話し方になっていた

のかもしれません。当社の必然はこ

れに始まっていると確信したのは本

当に最近のことです。

人が人と共に生活するのも、教育
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早　天　祈　祷　会　　毎月１日午前 6 時 3 0 分から　　於：西宮公同教会集会室
教 　 会 　 学 　 校　　毎 週 日 曜 日 午 前 9 時 か ら　　於：西宮公同教会礼拝堂
聖 　 日 　 礼 　 拝　　毎週日曜日午前 10 時 45 分から　　於：西宮公同教会礼拝堂
聖 書 研 究 祈 祷 会　　毎月第1・3 水曜日午後7 時から　　於：西宮北口西伝道所
読　　　書　　　会　　毎月第2・4 水曜日午後7 時から　　於：西宮北口西伝道所
ゆっくり聖書を読む会　　毎月第２火曜日午前 1 0 時から　　於：西宮公同教会集会室

日本基督教団西宮公同教会集会案内

するのも、協力し合ったり楽しむの

も、仕事をするのも、経営するのも、

全て共通して言えるのが、その思い

を伝えることが大切だということ。

公同の方々が結束してすごいパワー

を発揮しているのは園長先生、順子

先生の強い信念と熱き思いがみんな

に伝わっているから、のびーるが結

束し充実した活動ができるのもお父

さん全員の思いをみんなで理解し共

有しているからだと思います。わが

子が“おやまのようちえん”に行きた

いと行った時も幼いながらに信念め

いたものを感じました。

私自身、これから大変な局面を迎

えることになりますが、このこころ

を伝えることの大切さを胸に、熱く

邁進していく決意です。最後になり

ましたが、７月号で私の原稿が遅れ

てしまい、高島紀子さん初め多くの

方々にご迷惑をお掛けしましたこと

を心からお詫び申し上げます。そし

てありがとうございました。

                  (堀内　正行)
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  これは単に困った人のためということではない。私たち自身の問題として、
やはりそこにいる人々 と共に笑ったり、泣いたり、喜んだり、苦しんだりしながら
何かをしていく。そのことが、私たち自身を豊かにすることではないかと密かに
思っています。話が説教くさくなってきましたので、このへんで終わらせていただき
ます。

               （「絶望から希望へ ― 生命に寄り添って ― 」中村哲）

　「心をつくし、精神をつくし、力を

つくし、思いをつくして、主なる神を

愛せよ」そして「自分を愛するよう

に、あなたの隣り人を愛せよ」の“愛

神”“隣人愛”のすすめは、ルカ福音

書の場合は１０章２５節以下、マル

コ福音書の場合は１２章２８節以下

に、少し違ったやりとりとして書か

れています。

　ルカ福音書の場合の“愛神”“隣人

愛”は、律法の中から読み取られた

“永遠の生命が受けられる”為の要件

を満たすものとして挙げられていま

す。そのもともとの律法の場合、何か

の要件を満たすものとしての“愛神”

“隣人愛”ではなく、文句なしにそれ

を求めます。「・・・あなたは心をつ

くし、精神をつくし、力をつくして、

あなたの神、主を愛さなければなら

ない」（申命記６章５節）、「あなたは

あだを返してはならない。あなたの

民の人々に恨みを抱いてはならない。

あなた自身のようにあなたの隣人を

愛さなければならない。わたしは主

である」（レビ記１９章１８節）。ルカ

福音書は、“愛神”“隣人愛”を、“永

遠の生命を受ける”要件と理解して、

“隣人愛”の“隣人とは誰か”という、

少なからずとんちんかんな問いを発

することになります。改めて“隣人と

は誰か”を問うまでもなく律法は隣

人と隣人愛をことこまかに記述して

います。「あなたの隣人をしいたげて

はならない。また、かすめてはならな

い。日雇い人の賃金を明くる朝まで、

あなたのもとにとどめてはならな

い・・・」「さばきをするとき、不正

を行なってはならない。貧しいもの

を片よってかばい、力ある者を曲げ

て助けてはならない。ただ正義を

もって隣人をさばかなければならな

い。民のうちを行き巡って、人の悪口

を言いふらしてはならない。あなた

の隣人の血にかかわる偽証をしては

ならない。わたしは主である」（レビ

記１９章１３節、１５、１６節）。“愛

神”“隣人愛”も、要件を満たす何か

ではなく、常に絶対だったのです。そ

して、“隣人とは誰か”ではなく、生

活を共にする人たちが常にそこにい

て、その人たちが隣人だったのです

から、ルカ福音書１０章２９節以下
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で描かれるような“良い人”である必

要もありませんでした。

　マルコ福音書は、“愛神”“隣人愛”

を語った後「これより大事ないまし

めは、ほかにない」（２３章３１節）

「すべての燔祭や犠牲よりも、はるか

に大事なことです」（同、３３節）と、

あれこれ煩雑を極めるその他のいま

しめのすべてを切って捨てます。

　マルコ福音書のイエスも、ルカ福

音書と同じ「永遠の生命を受けるに

は」という問いの前に立つことがあ

ります。「ひとりの人が走り寄り、み

まえにひざまずいて尋ねた、『よき師

よ、永遠の生命を受けるために、何を

したらよいでしょうか』」（マルコ福

音書１０章１７節）。それに対するイ

エスの答えが「殺すな、姦淫するな、

盗むな、偽証を立てるな、欺き取る

な。父と母とを敬え」（同、１９節）そ

して「あなたに足りないことが一つ

ある。帰って、持っているものをみな

売り払って、貧しい人々に施しなさ

い。そうすれば、天に宝を持つように

なろう。そして、わたしに従ってきな

さい」（同、２１節、２２節）。“殺す

な、姦淫するな”のあたりは、よっぽ

どでない限り、なんとか果たせそう

ですが、“持っているものをみな売り

払って、貧しい人々に施し”“わたし

に従ってきなさい”のあたりになる

と、全く別のことが問われることに

なって、この人ならずとも尻ごみし

てしまいます。マルコ１０章２３節

以下では、これらのことはもっと

もっと明解にイエスの口から語られ

ることになります。「財産のあるもの

が神の国に入るのは、なんとむずか

しいことであろう」「富んでいる者が

神の国にはいるよりは、らくだが針

の穴を通る方が、もっとやさしい」な

ど。ルカ福音１０章２９節以下で示

されるような“隣り人”はなんとか振

舞えなくはありません。その場合の

“隣人愛”と「持っているものをみな

売り払って、貧しい人に施す」ことの

実践を迫るのとは、意味が違ってい

ます。“天に宝を持ち”“きたるべき世

では永遠の生命を受ける”時、その人

はこの世界では言ってみれば“破滅”

を選ぶことになります。マルコ福音

書１０章２６節で弟子たちが「それ

では、だれが救われることができる

のだろう」と互に言ったりするのも、

目の前にある破滅が見えてしまうか

らです。破滅であるにかかわらず、そ

のことで “天に宝を持つ”“きたる

べき世では永遠の生命を受ける”と

言ってゆずらないのがイエスです。

　これって、“あれも、これも”では

なく、人には“あれか、これか”を選

ばなければならない時のあることを

示唆しているようにも思えます。
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　２００８年９月　あんなこと　こんなこと…

・ 9 月   1 日（月）早天祈祷会

・ 9 月   2 日（火）2 学期始園式

・ 9 月   3 日（水）、17 日（水）聖書研究祈祷会

・ 9 月   6 日（土）公同文庫

・ 9 月   9 日（火）“第 23 回ゆっくりと聖書を読んでみませんか”

 　   　     　　　「ピーターラビットのおはなし」に見る家族の姿

・ 9 月   9 日（火）子育て支援コンサート“あつまれみんなのひろば”

・ 9 月  10 日（水）、24（水）読書会

・ 9 月  17 日（水）新入園説明会

・ 9 月  2 0 日（土）絵本勉強会、西宮公同教会カレンダー打ち合わせ

　

◇にしきた商店街…　

・ 9 月   7 日（日）津門川川掃除

・ 9 月   7 日（日）ひらき・まつり

・ 9 月  10 日（水）商店街役員会

・ 9 月  12 日（金）西北活性化協議会

・ 9 月  13 日（土）第 12 回津門川塾　

・ 9 月  16 日（火）にしきた街舞台実行委員会

・ 9 月  28 日（土）デニム de コンサート　場所：駅前公園

・ 9 月  2 9 日（日）デニム de コンサート　場所：西宮公同教会礼拝堂

◇アートガレーヂ

・ 火～金曜日：10 時～ 17 時　土曜日：15 時～ 17 時　開室日

・ 9 月   2 日（火）、16 日（火）　丹波野菜市

・ 9 月   3 日（水）“年長組宿泊保育・淡路島”写真展

◇関西神学塾

・ 9 月  12 日（金）午後 7 時～ 9 時　ヨブ記釈義（11）　講師：勝村弘也

・ 9 月  1 9 日（金）午後 7 時～ 9 時　使徒行伝を読んでみよう（35）　講師：桑原重夫

・ 9 月  2 6 日（金）午後 7 時～ 9 時　マルコ福音書註解（中）（51）　講師：田川建三

・10 月   3 日（金）午後 7 時～ 9 時　ヨブ記釈義（12）　講師：勝村弘也

・10 月  1 0 日（金）午後 7 時～ 9 時　使徒行伝を読んでみよう（36）　講師：桑原重夫

・10 月  2 4 日（金）午後 7 時～ 9 時　マルコ福音書註解（中）（52）　講師：田川建三

　



9



10

　　　教会学校から　　　

《8 月の活動報告》

◇教会学校は8月 24 日（日）まで夏休み　

でした。

◇ 8 月 31 日（日）

　お土産パーティ　

《9 月の活動予定》

◇ 9 月 7 日（日）

　キャンプビデオ上映会＆

　そーめんチャンプルを食べよう

　

　小学5年生以上の子どもたちが、ひらき・

　まつりに射的の出店で参加します

◇ 9 月 14 日（日）

　けりゴマで遊ぶ

◇ 9 月 21 日（日）

　敬老の日

　南昭和町自治会・甲風園 3 丁目シルバー

　会の方たちに遊んでもらう

◇ 9 月 28 日（日）

　投網で川魚捕獲大作戦！
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　グアテマラ便りグアテマラ便りグアテマラ便りグアテマラ便りグアテマラ便り
　日本は盛夏を迎えて、猛暑の毎日

とのこと・・・・（９月になっても

日本はきっと暑いのでしょうね。。）

グアテマラ。北緯１５度の位置にあ

りますが、私の住むアンティグアは

高度１５００メートルのおかげで、

セーターが必要になることもある気

候です。ところが、最も有名な遺

跡、ティカルがある地域は海抜１０

０メートルくらいで、かなり暑い。。

日本の暑さを思い起こさせます。。。

　考古学の授業でこのあたりの遺跡

を５日かけて巡りました。ティカル

のみならず、多くの王国があったの

で遺跡もたくさんあるのです。

　マヤの遺跡でまず、驚きなのはあ

まりにも正確な方角。。。ひとつのピ

ラミッドの東側に３つの小さなピラ

ミッド、その中央のピラミッドの真

ん中から日が昇る日が、春分・秋

分。そして、残りのそれぞれ外側の

端っこから日が昇る、それが冬至で

あり、夏至なのです。紀元前からの

文明が、ここまで発達していたこと

に本当に驚かされます。

 さて、そのマヤ・カレンダー。２

０１２年１２月２１日で途切れてい

るということで、世界が終わる！だ

なんて、何とかの大予言のように取

り上げられているのです。もしかし

てご存知の方もいらっしゃるので

は・・・

　そして、マヤ・カレンダーの始ま

りの日、とされているのが紀元前３

１１４年８月１３日です。ここで、

ちょっとややこしいので簡単にいい

ますと、マヤの日にちの数え方は２

０進法で、それぞれの桁があるので

すが、最終的に２０カトゥン＝１バ

クトゥン（１４４０００日）の１３

バクトゥンに当たる日、（グレゴリ

オ暦で５１２５年）で大きな１サイ

クルが終わるとされています。それ

が２０１２年。大きなサイクルが終

わり、また新しいサイクルの始ま

り、ということだそうです。（数字

に弱い私にはこれ以上にうまい説明

の仕方ができず・・ごめんなさい）

　さて、その２０が意味するところ

とは、人の持つ指の数。そして、１

３とは腕脚の関節、３つずつですよ

ね。３×４、そこに首の関節を加え

て１３といわれています。人の暮ら

し、人間と密接に関わった文明なの

ですね。授業でも遺跡での話を聞い

ても、「ほおぅぅぅぅ」と感心しき

りです。古代から、人は自然ととも

に、きちんと向き合って成長してき

たのに、今、少し向き合えていない

のかもしれません。

　自然災害のニュースを聞くと、

ちゃんと向き合ってよ！って自然が

警告してきているような気がしてし

まいます。

　　　　　　　　　（横山　佳代子）
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大切な贈り物・津門川　７３
　　　“津門川に感謝しながら・・・”

津門川を覗く度にいろんな生物に

出会えます。幼稚園の子どもたちが

散歩に出かける時、必ず津門川のそ

ばを歩きます。ぽっぽさんたちが初

めて園外へでかけたのは 4 月の半ば

過ぎ。年長さんが描いたこいのぼり

が津門川に泳ぐのを見に～でした。

あの頃はいつも川から子どもたちの

こいのぼりがみんなを見守っていて

くれているようでした。その日以来

ぽっぽぐみの子どもたちも津門川を

覗き込むのが大好きになりました。

鯉やナマズ、カモ、サギ、カメ、最

近ではすっぽんなんていうのも仲間

入りしたみたいで時々水中から顔だ

け覗かせては街の様子を窺っている

ようです。

長い夏休みが終わって、先日夏期

保育が行われました。久しぶりに顔

を合わせた子どもたち、みんなで津

門川沿いを久しぶりに歩きました。

するとまず目に飛び込んできたの

が・・・たくさんのトンボたちで

す。川の上をとっても気持ちよさそ

うにスーっと、左に行ったかと思え

ば、クルリと方向を変えてスーっと

右へ、そしてまた左へ～。みんなの

前を行ったり来たりです。あまり数

が多いトンボたちに手を空に上げて

指を 1 本出しているとそっと止まり

そうです。誰かが大人の真似をし

て手を上げると、みんな上げだし

てそのまましばらくそうしていま

した。なかなか止まらないから、

そのうちだんだん手を下ろしてい

くのですが、そんなみんなの手を

上げる様子を川の向こうから見て

いた通りがかりのおばさんはニコ

ニコ笑ってみていてくれました。

今、トンボだけじゃなく素敵な

のが虫たちの声です。兵庫栄養専

門学校の辺りでカメを見ていたら

聴こえてきました。川の流れる涼

しげな音と一緒に虫の鳴く声が。

いつもはワイワイ言いながら覗き

込む川ですが、少し喋るのをやめ

て耳を澄ませてみると、リーン

リーン♪「みずのおとがきこえる

～」としか最初はわからなかった

子どもたちもしばらく澄ませてい

ると「あ！なんかきこえてきた～

♪」ぱっと顔が輝いた瞬間の表情

はなんとも言えません。みんなは

姿の見えない声の主を見つけよう

と更に川を覗き込んだり～。これ

からの季節はそんな風にも楽しめ

ます。何気なく歩いている津門川、

少し足を止めて川の中を覗いてみ

る、そして耳も澄ませてみてくだ

さい。川の流れる音はもちろん、
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掃除のご案内
　毎月第１日曜（雨天の場合は翌週の日曜日）に津門川の
川掃除を行なっています。
　参加する方は午後１２時過ぎに幼稚園園庭に集まり、長靴をはいて川の
中に入って掃除をするグループと、川沿いの道のゴミ拾いをするグループ
に分かれて掃除を始めます。幼稚園前から南に下っていったあたりからス
タートし、１７１号線にぶつかるところまでが範囲です。掃除が終わった
ら幼稚園に戻り、簡単な昼食をみんなで食べて、川掃除スタンプカードの
ハンコを１個押して終了です。スタンプカードは５つポイントがたまる

と、にしきた商店街で使える金券１０００円と交換します。

次回の川掃除は１０月５日です。

素敵な音色が聴こえてくるでしょう

★

この夏に教師みんなで研修に出か

けました。素敵な出会いが与えられ

てとても豊かな時間を過ごすことが

できました。その出会いの中である

方がおっしゃっていました。「人づ

くり＝街づくり」だと。その言葉を

聞いて、うんうんと、すごく頷いて

いる自分がいました。私は川のそば

にいる子どもたちに声をかけてくだ

さる街の方がいらっしゃることがと

ても嬉しくて、なんて素敵なことだ

ろうって思います。これからも川を

通していろんな世代の人と人が出

会っていくことを願っています。そ

んな風景があるのが私たちの津門川

です。これからもそんな津門川を大

切に、川を通して繋がる人たちを大

切に、そして子どもたちとの川の時

間を大切にしていきたいと思ってい

ます。　

津門川に感謝しながら・・・。

　　          　　（石堂　寛子）
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まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内
　８月の末はやたらと涼しく、すっ

かり秋らしくなったかと思ったのに、

９月入ってからは暑いので、もう何

を着たらいいのか分からなくなって

きています。寝るとき暑いからって

窓開けてたら喉が痛くて寒くて目が

覚めるし。全く最近の気候はどう

なってしまっているんでしょう

か・・・。

さてそんな今日この頃、私、新しく

アルバイトを始めました。本屋で。そ

れも児童書専門店。お客さんが来な

いときは自由に本を読んでいいので、

正に楽園、パラダイスです。広さも、

ちょうど幼稚園の文庫のへやぐらい

なので、どうにも落ち着いてしまい

ます。岩波少年文庫ぐらいは身近に

あり続けていますが、絵本はさすが

に平素、触れる機会がないので、本当

に懐かしいです。ああこんな本あっ

たなぁ、ていうものや、このシリーズ

こんな新刊出てるんだ！ていうもの

やら。勿論全く知らなかった本を知

ることもあります。ちなみに店番と

しては、プレゼント包装が非常に苦

手な店員です。お客さんがレジにい

らっしゃる度に、頼むから自宅用で

あってくれ、て願ってます。クリスマ

ス前が恐ろしい・・・。（プレゼント

が増えるらしい）

　で、そんな場所にいると、ついつい

ほしくなってしまうのです、本。給料

からひく、ていう買い方ができるの

で（つまりはその場で財布のお金が

減らない）、ついうっかり手が出てし

まいます。最近も、非常に懐かしい２

冊にめぐり合ってしまったので、一

気に買ってしまいました。その名も

『よい子への道』『よい子への道・２』。

その昔（もう１５年以上前になるの

か・・・嫌だなぁ）、『おおきなポケッ

ト』という雑誌で１月見開き１ペー

ジ連載していた、おかべりかさん（画

家）の、脱力シュールイラストコラム

です。「よい子への道」という名前の

通り、「○○（場所だったりシチュ

エーションだったり）でしてはいけ

ないこと」を、イラスト付きでいくつ

か例をあげて解説しているのですが、

これが面白い。ツボにハマると、横っ

腹よじれて涙が出てくるくらいに面

白い。やっぱりイラストを描かれる

方なので、ここで文字だけ引用して

きても魅力は半減なのですが・・・。

例えば。「お客さまがきたときにして

はいけないこと」「１．みんなでにお

いをかぐ　２．おばあさんにばけて

お茶をもっていく　３．手品をする

　４．こわい話をきかせる」・・・と、

まぁこんな感じで、子どもがやって

はいけないこと（やったら楽しそう

だけど）をつらつらとリストアップ

してあるわけです。もうね、絵が秀逸

です。破天荒な「してはいけないこ
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と」を真面目くさって行う子どもた

ちと、それに辟易する大人たち。宇宙

人やおばけに困らせられる子どもた

ち。読んでた頃は、「してはいけない」

て言われる方だったのに、今読むと

完璧に言う立場なのが、非常に新鮮

でもあり少し寂しくもあります。

まぁいつまでも子どもでいたい、な

んて気はさらさらないので良いので

すが。そして「よい子への道」の次に

連載されたのが、「これが真相だ！」。

「あなたがねむってからお家のひとた

ちがすること」とか「宇宙人のクリス

マス」とか、よくもまぁこんな発想力

があるなぁと感心するようなシチュ

エーションを次々と出してきます。

中でも私のお気に入りは「あなたが

学校にいっているあいだ、おへやの

ぬいぐるみがすること」で、実際にぬ

いぐるみをそこそこ持ってる私は、

小さい頃からその真相を信じていま

す。まぁどんな真相かは見てのお楽

しみということで。

　おかべさんは、他にも挿絵画家と

して色々描いていらっしゃいますが、

私はこの連載が傑作だと思っていま

す。まず発想が普通じゃない。でもす

ごく納得できる。そしてイラストの

子どもの姿がリアル。別に可愛い子

どもたちではないのですが（むしろ

憎たらしい）、でも何だか愛せてしま

う、というか。くせになる、というか。

魅惑のおかべワールド、私のイチオ

シは『よい子への道』一冊目のおまけ

まんがげきじょうの１つめ、「ねぼ

う」です。全くもって寝起きの悪い私

には身につまされるといいますか、

まぁこれが分かる方とはいいお友達

になれそうな気がします。というわ

けで、今回はちょっとマニアックな

本の紹介でした。

　　             　　　　（高橋　舞）



16

つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

  この国では、死刑（制度）に賛成の人が８０％

を超えるのだそうです。被害者（家族）の悲しみ

や憤りは、それでしか果たし得ないというのがそ

の理由です。そうなのでしょうが、どんな事のど

んな場合でも、あれこれ考慮してみるということ

が２０％に満たないというのは賢明であるとは言

えません。たとえば、犯罪ということで刑が確定

したものの、冤罪の主張はいっぱいあるし、事実

冤罪が立証される場合も少なくありません。犯罪

の多くは、その時代の社会を映し出さずにはおか

ないこと、たとえば今の時代を象徴する“ケイタ

イ”が多く犯罪に絡んだりしている事実などは、

否定しない方がいいのです。どんな場合のどんな

犯罪も、その人だけを問い得ない何かが幾重にも

重なった結果行なっているのが犯罪なのです。死

刑という手段を止めてしまった国も多くあります

が、そこから全く学ぶべきものは何もないと言い

切れません。８０％を超える人たちが、被害者（家

族）の悲しみや憤りはそれでしか果たしえないこ

とを理由に、死刑（制度）に賛成してしまうのは、

不自然かもしれないのです。

　「月刊むすぶ　２００８年８月号」は、死刑

制度が特集です。政治家の亀井静香や佐藤恵など

の見解、“犯罪者”である林真須美本人の見解、短

い見解を牧師・宗教家として書かせてもらうこと

になりました。関心のある方は西宮公同教会事務

所に問い合わせてください。

                                        （Ｋ）

　

　料理が苦手な私・・・先日ゴーヤチャンプルー

の作り方を教えていただき、早速実践！！たまご

を炒めすぎてしまい固くなってしまったのです

が・・・おいしかったです☆母や周りの方々にア

ドバイスを頂きながら～料理の本を読みながら～

（←読むと意外とおもしろい）料理を頑張ろうと

思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（Ｎ）

　

　夏休み中、能勢のキャンプに始まり、沖縄、島

根、青森といろいろな場所へでかけました。その

場その場でおいしいものをいただいたり、そこで

しかできない経験をしたりしながら過ごしまし

た。そして、行く先々でたくさんの人に出会い、

温かさに触れて帰ってきました。

　初めて訪れた県もあったのですが、いつか４７

都道府県を制覇してみたいなぁ・・・思っていま

す☆

　　                                   （Ｙ）

　この夏、教師みんなで青森、岩手へ研修に行く

機会を与えていただきました。こぐま社の佐藤さ

んそして三戸の街の方々、カナンの園の方々、み

なさんの暖かい優しさに胸がいっぱいになりまし

た。人と出会うって素敵だなぁ、と心から感じる

とともに、人をもてなす心を教えていただいたよ

うに思いました。

 これからも人と出会う事を楽しんでいきたい、

そんな夏を過ごすことができた今年の夏に感謝し

ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

  前半は暑い暑いと大騒ぎした夏休みが終わりま

した。いろいろある中に欠かせないのが孫を時々

預かるのと老父２人の施設の訪問。で、一挙両得

とばかりにそれを同時にするように日程調整。幼

子の存在は高齢の方々の生活の場ではなかなかの

効果を持つ。何しろ一瞬でそこの色が変わる。ま

た孫も親善大使を心得ていて、笑顔と、握手と、

時には食べさせてあげる働きも。人と人をつな

ぐ、これ「中間管理職」の重要な仕事ということ

で、わたしはひたすらそういう調整役をしている

のです。

　又、この夏、昨夏に続いて「特別支援教育」な

るものの講座に出席し、一区切りつけました。１

９６９年保育所に勤務してから出会ってきた子ど

もたち、中でもいっぱいにわたしに考えることを

要求し続けてきた子どもたちと、その子ども一人

ひとりのことを振り返り、その時間に感謝し、ま

たいろいろ頑張らないと思うここ１年余りの学び

の機会でした。

　　           　                      （Ｊ）


